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東栄小学校開校式・入学式 

本郷保育園入園式 

東栄中学校入学式 

 

　　　　　　　　　　　　　　本郷 

  

  

さわやかクラブ 
巡回職業相談 10：00～産業会館 

 

 

 

下川保育園入園式 

 

 

 

 

親子教室（下川保育園） 

 

 

健康づくり大学 9：00～とうえい温泉  
 月・布川・尾呂・柿野・先林 

古紙回収  
 

狂犬病予防注射 

 

 

 

昭和の日 

狂犬病予防注射 

 

こころの相談室 

ポリオ  

 

緑風園生きがい 
デイサービス 

 

 

1木 

2金 

3土 

4日 

5月 

6火 

7水 

8木 

9金 

10土 

11日 

12月 

13火 

14水 

15木 

16金 

17土 

18日 

19月 

20火 

21水 

22木 

23金 

24土 

25日 

26月 

27火 

28水 

29木 

30金 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

～表紙の写真について～ 人口と世帯（2月末日現在） 

納税等（納期限4月30日） 

住民基本台帳+外国人登録 

人　口 4,044人 （－14） 

 男 1,884人 （－7） 

 女 2,163人 （－4） 

世帯数 1,714世帯 （－7） 

※（　）内は前月比 

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 料  

水 道 使 用 料  

下 水 道 使 用 料  

農業集落排水使用料 

住 宅 使 用 料  

　3 月 4 日 か

ら 7 日までの 4

日間、カナダの

メドウリッジ校

43 名 が 東 栄 町

を訪れ、東栄中

学校の生徒の家庭を中心に、ホームステイをする

など交流を深めました。4 日のウエルカムセレモ

ニーでは緊張気味の生徒たちも、7 日の見送りでは

お互いに別れを惜しんでいました。

写真左／ 3 月 14 日、「豊川おやこ文化の会」によ

る親子人形劇のようす。

写真右／「山光クラブ」と「三健会」のメンバー

が五平もちを作ってすぎのき寮へ寄付しました。



会　　計　　別 本年度 前年度 比　較

一　般　会　計 2,947,000 2,621,000 12.4

特

別

会

計

国 民 健 康

保 険
441,104 444,357 △ 0.7

老 人 保 健 1,216 2,425 △ 49.9

後 期 高 齢 者

医 療
133,222 121,313 9.8

介 護 保 険 578,975 561,877 3.0

簡 易 水 道 218,519 212,258 2.9

公 共

下 水 道 事 業
112,445 120,245 △ 6.5

農 業 集 落

排 水 事 業
26,952 27,752 △ 2.9

各 財 産 区 381 381 0.0

小 計 1,512,814 1,490,608 1.5

東栄病院

事　 業

収

入
139,498 148,300 △ 5.9

支

出
81,981 91,948 △ 10.8

合　　計（※） 4,541,795 4,203,556 8.0

単位：千円、％

平成22年4月号  No.6043

平成 22 年度 当初予算
　

総
額
45
億
4
千
179
万
5
千
円
の
平
成
22
年
度
予
算
が
第
1
回
町
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
の
将
来
像
実
現
に
向
け
た
第
5
次
総
合
計
画
の
中
間
期
に
入
る
年
と

な
る
た
め
、
計
画
の
進
行
確
認
と
見
直
し
を
行
い
、
後
半
に
向
け
、
住
民
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
り
施
策
の
進
捗
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
新
規
事
業
を
行
う
こ
と
に
重
き
を
置
く
の
で
は
な
く
、
今
後
の
負
担
に
つ
い
て
十

分
に
検
証
し
つ
つ
、
既
存
事
業
に
つ
い
て
も
み
な
さ
ん
の
目
線
で
、
改
め
て
事
業
の
必

要
性
・
有
効
性
・
妥
当
性
及
び
費
用
効
果
も
含
め
た
総
合
的
な
評
価
を
行
い
、
積
極
的

な
見
直
し
と
再
構
築
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
度
は
東
栄
町
第
5
次
総
合
計
画
の
中
間
期
の
年
で
あ
り
ま
す
。
平
成
18

年
度
に
策
定
し
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
は
大
き
な
情
勢
の
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

　

計
画
を
検
討
し
て
い
る
と
き
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
、
簡
易
水
道
な

ど
環
境
整
備
事
業
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
一
方
、
病
院
の
経
営
改
善
計
画
、
小
学

校
統
合
後
の
施
設
整
備
、
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
く
大
変
厳
し
い
中
で
の
計
画
立
案
で
、
実
効
性
を
伴
う
第
5
次
総
合
計
画
は
大
変

至
難
な
状
況
の
中
で
の
策
定
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
5
年
間
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
で
財
政
再
建
は
予
想
以

上
の
効
果
を
あ
げ
、
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
皆
で
考
え
て
、
計
画
・
立
案

し
実
行
す
る
こ
と
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

〜
中
略
〜

　

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
は
中
・
長
期
的
な
財
政
運

営
に
配
慮
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
財
源
の
確
保
に
努
め

事
務
・
事
業
全
般
に
わ
た
り
徹
底
し
た
見
直
し
や
合
理

化
を
図
り
、
歳
出
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
真
に
必
要
な

分
野
に
限
ら
れ
た
財
源
を
、
集
中
的
か
つ
効
率
的
に
配

分
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に

十
分
検
討
し
て
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

平成 22 年度当初予算の概要

※病院事業会計を除く各会計予算会計と東栄病院事業会計の支出を足したもの。

町
長　

大
綱
説
明
（
一
部
抜
粋
）



○ 
町
税
／
総
額
で
3
億
5
千
370
万
5
千
円
と
前
年
度
比
2
千
295
万
3
千
円
、
6
・
1
％

減
で
す
。

○ 

地
方
交
付
税
／
前
年
度
比
2
億
700
万
円
、
16
・
3
％
増
を
見
込
み
、
14
億
8
千
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

○ 

国
庫
支
出
金
／
子
ど
も
手
当
て
創
設
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴
う
給
付
費

負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
79
・
0
％
増
の
6
千
62
万
1
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

○ 

県
支
出
金
／
選
挙
事
務
委
託
金
や
豊
か
な
生
命
の
森
整
備
事
業
委
託
金
な
ど
が
増
額

と
な
っ
た
も
の
の
、
三
河
山
間
地
域
情
報
格
差
対
策
費
補
助
金
や
市
町
村
振
興
事
業

費
補
助
金
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
前
年
度
比
6
・
2
％
減
の
1
億
9
千

145
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

総
務
費
／
情
報
基
盤
整
備
に
伴
う
宅
内
工
事
費
2
億
1
千
284
万
5
千
円
、
北

設
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
負
担
金
2
億
1
千
838
万
1
千
円
な
ど
の
計
上
に
よ

り
、
前
年
度
比
48
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
8
億
9
千
155
万
1
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

○ 

民
生
費
／
子
ど
も
手
当
の
皆
増
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
等
に
よ
り

前
年
度
比
9
・
3
％
増
の
4
億
9
千
881
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

衛
生
費
／
広
域
事
務
組
合
負
担
金
及
び
東
栄
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
は
減
っ
た

も
の
の
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金
が
増
え
た
た
め
、
全
体
で
は
前
年
度
比

2
・
9
％
増
の
3
億
5
千
519
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

平成 22 年度 当初予算

44

一
般
会
計
／
歳
入

一
般
会
計
／
歳
出



　

東
栄
病
院
を
除
く
特
別
会
計
は
、
15
億

1
千
281
万
4
千
円
、
前
年
度
比
1
・
5
％

増
で
す
。

○
減
額
の
主
な
要
因

・ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
、
保
険
財
政
安
定
化

事
業
拠
出
金
が
減
額
と
な
っ
た
。

・ 

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
の
維
持
管
理
費
・
公
債
費
が
減
額
と

な
っ
た
た
め
。

○
増
額
の
主
な
要
因

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連
合
負
担
金

が
増
額
。

・ 

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
全
体

的
に
伸
び
た
た
め
。

　

東
栄
病
院
事
業
会
計
は
、収
益
的
収
支
・

予
算
で
は
人
件
費
、
減
価
償
却
費
が
減
っ

た
た
め
前
年
度
比
3
・
4
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
予
算
で
は
医

療
機
器
整
備
費
は
増
え
た
も
の
の
、
施
設

整
備
費
は
臨
時
交
付
金
対
象
事
業
と
し
て

前
倒
し
で
平
成
21
年
度
内
に
措
置
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
計
上

は
無
し
と
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
18
・

2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平成22年4月号  No.6045

平成 22 年度 当初予算

項目
基金名

20 年度末 21 年度 21 年度末
金額 利息 新規積立 取り崩し 金額

財 政 調 整 基 金 1,013,950,705 880,000 307,777,000 1,322,607,705

土 地 開 発 基 金 50,282,050 50,282,050

減 債 基 金 260,213,743 6,902 260,220,645

地 域 福 祉 基 金 198,691,520 198,691,520

水 と 土 保 全 基 金 6,954,640 24,341 6,978,981

住 宅 開 発 基 金 64,097,019 3,988,800 68,085,819

新 規 居 住 者 用 地 貸 付 料 11,998,681 855,300 12,853,981

宅 地 分 譲 用 地 売 払 代 金 26,325,201 7,486,000 33,811,201

病 院 施 設 整 備 費 積 立 基 金 142,002,575 50,000,000 192,002,575

高 齢 者 い き い き 健 康
増 進 施 設 基 金

254,186,870 827,000 253,359,870

児 童 福 祉 基 金 64,158,260 288,711 64,446,971

ヘ リ ポ ー ト 整 備 基 金 11,400,000 1,860 11,401,860

情 報 基 盤 整 備 基 金 19,500,000 19,500,000

一 般 会 計 合 計 2,104,261,264 1,201,814 389,607,100 827,000 2,494,243,178

国 保 財 政 調 整 基 金 236,254,777 1,112,880 33,162,000 204,205,657

介
護
保
険

介 護 給 付 費 準 備 基 金 8,338,645 3,602,000 11,940,645

介 護 従 事 者 処 遇 改 善
臨 時 特 例 基 金

3,650,658 596 1,472,000 2,179,254

簡
易
水
道

施 設 整 備 基 金 8,489,707 29,713 8,519,420

量 水 器 基 金 4,902,630 884,000 4,018,630

特 別 対 策 事 業 基 金 0

合　　計 2,365,897,681 2,345,003 393,209,100 36,345,000 2,725,106,784

○
福
祉
の
充
実

・
子
ど
も
手
当
て
（
3
千
250
万
円
）

○
教
育
環
境
の
整
備

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

（
120
万
5
千
円
）

○
交
通
通
信
体
系
の
整
備

・
予
約
バ
ス
運
行
事
業
（
730
万
円
）

・ 

情
報
通
信
基
盤
整
備
（
地
デ
ジ
等
）

（
4
億
3
千
122
万
6
千
円
）

・
戸
籍
電
算
化
シ
ス
テ
ム

（
1
千
360
万
8
千
円
）

○
産
業
の
振
興

・
豊
か
な
生
命
の
森
整
備
事
業

（
1
千
609
万
4
千
円
）

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
事
業
（
150
万
円
）

○
そ
の
他

・
古
戸
多
目
的
集
会
所
建
設
事
業　

（
3
千
791
万
5
千
円
）

・ 

町
有
住
宅
建
設
事
業（

2
千
137
万
円
）

特
別
会
計

お
も
な
事
業

基
金
残
高
見
込
額
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第
一
回 

町
議
会
定
例
会

　

第
1
回
町
議
会
定
例
会
は
、
3
月
3
日

に
召
集
さ
れ
、
会
期
中
に
各
常
任
委
員
会

で
の
審
議
を
経
て
、
3
月
18
日
の
本
会
議

で
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
一
部
改
正
（
抜
粋
）

・ 

東
栄
町
予
約
バ
ス
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　

町
内
の
公
共
交
通
機
関
空
白
地
域
の
活

性
化
と
交
通
弱
者
の
足
を
確
保
す
る
た
め

予
約
バ
ス
の
運
行
を
行
い
、
地
域
の
利
便

向
上
を
図
り
ま
す
。

・ 

東
栄
町
バ
ン
ガ
ロ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　

老
朽
化
に
伴
い
、
千
代
姫
バ
ン
ガ
ロ
ー

を
解
体
し
ま
す
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

　

ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
の

使
用
料
（
300
円
）
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他

・
財
産
の
無
償
譲
渡

　

旧
東
薗
目
小
学
校
校
舎
を
「
有
限
会
社

　

志
多
ら
」
へ
無
償
譲
渡
し
ま
す
。

・
東
栄
町
辺
地
総
合
計
画
の
策
定

　

辺
地
（
足
込
・
御
薗
）
の
公
共
施
設
を

総
合
整
備
す
る
財
源
措
置
と
し
て
策
定
。

　

補
正
予
算
の
概
要

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
と
8

特
別
会
計
（
東
栄
病
院
事
業
会
計
を
含
む
）

を
合
わ
せ
て
、
7
千
70
万
9
千
円
減
額
し

ま
し
た
。　

○
歳
入

　

歳
入
全
体
で
は
、
今
年
度
の
実
績
見
込

額
を
勘
案
し
た
財
源
更
正
と
、
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
国
の
第
1
次
補
正
予
算
で
措

置
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
、
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
、

第
2
次
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
、
き
め

細
か
な
臨
時
交
付
金
の
増
額
補
正
及
び
財

源
更
正
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

○
歳
出

　

全
般
的
に
歳
出
見
込
額
が
確
定
し
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
精

算
見
込
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補

正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
交
付
金
事
業
の
財

源
も
今
回
精
算
計
上
し
、
経
済
危
機
対
策

及
び
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
事
業
の
ほ
と

ん
ど
は
年
度
内
に
行
い
ま
す
が
、
経
済
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
の
一
部
（
斎
苑
整
備

事
業
・
戸
籍
電
算
化
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入

事
業
）
と
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業

は
繰
越
明
許
費
と
し
て
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
ま
す
。

Pick Up
平
林
光
子

・
高
齢
者
施
設
に
思
う

・
町
有
林
の
現
状
況
に
つ
い
て

柴
田
吉
夫

・ 

第
5
次
東
栄
町
「
総
合
計
画
」

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・ 「
小
学
校
施
設
整
備
」「
斎
苑
整

備
事
業
」
に
つ
い
て

平
賀
英
俊

・ 

耕
作
放
棄
地
、
遊
休
地
対
策
に

つ
い
て

会              計 既定額 補正額 計

一　般　会　計 3,319,590 △ 38,795 3,280,795

特    

別    

会    

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 481,136 △ 5,547 475,589

老 人 保 健 特 別 会 計 4,033 2,084 6,117

後期高齢者医療特別会計 121,313 △ 6,226 115,087

介 護 保 険 特 別 会 計 581,316 △ 8,389 572,927

簡 易 水 道 特 別 会 計 220,298 △ 9,439 210,859

公共下水道事業特別会計 132,814 △ 3,532 129,282

農業集落排水事業特別会計 35,088 △ 1,451 33,637

各 財 産 区 特 別 会 計 381 381

小　　　　　計 1,576,379 △ 32,500 1,543,879

東栄病院
事業会計

3 条
収入 104,096 2,934 107,030

支出 45,367 586 45,953

4 条
収入 62,639 △ 100 62,539

支出 72,049 72,049

小計
収入 166,735 2,834 169,569

支出 117,416 586 118,002

合　計（病院会計を除く） 4,895,969 △ 71,295 4,824,674

合　　　　　計 5,013,385 △ 70,709 4,942,676

※合計は、一般会計及び各特別会計の合計に病院事業会計 3、4 条の支出を足したもの。

３月補正予算の概要 （単位：千円）



前年度利用者数　6,102 

前年度利用者数　1,455 

前年度利用者数　750

施設利用のようす/2月 平成22年2月の利用者数 2月までの累計利用者数 

前年度利用者数 　188,567 
営業当初からの累計利用者数 1,898,291

 5,966 （5,821） 

 3,258 （1,350）  

 938 （750） 

 171,101 （174,516） 

 69 （74） 

 352 （73）  

 0 （0） 

 12,505 （12,596） と う え い 温 泉  

千 代 姫 バ ン ガ ロ ー 村  

森 林 体 験 交 流センター  
「スターフォーレスト御園」 

交 流 促 進 セ ン タ ー  
「 千 代 姫 荘 」 

施設利用のようす/2月 ※カッコ内は前年度同月による 「単位：人」 施設利用のようす/2月 

北
設
楽
郡
教
育
研
究
発
表
会 

特
選 

入
選 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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消
防
車　

入
魂
式

　

3
月
7
日
、
町
長
・
消
防
団
長
を
は

じ
め
町
関
係
者
及
び
消
防
団
員
が
出
席

し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
消

防
車
）
2
台
の
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
消
防
自
動
車
を
前
に
、
防

火
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

東
栄
町
消
防
観
閲
式

　

3
月
14
日
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
、
東

栄
町
消
防
観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

120
名
の
団
員
た
ち
は
、
分
列
行
進
や

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
、
日
ご
ろ
の
訓
練
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
に
在

籍
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
、
北
設
楽
郡
教
育
研
究
発
表
会

で
、
東
栄
町
の
小
学
校
の
多
く
の
教
員
が

特
選
・
入
選
等
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
生
活
や
授
業
を
通
し
て

児
童
と
密
着
し
た
教
育
の
研
究
成
果
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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　地域の活性化のため、地域リーダーを育てる「地

域リーダー研修会」が、3 回に分けて開催されま

した。

　研修では、地域づくりに取り組んでいる団体な

どが参加し、それぞれの取り組みを発表し、愛知

大学の岩崎先生や名古屋の地域問題研究所のアド

バイスのもと、地域づくりを楽しく長続きさせる

方法などを考えました。

　また、第 3 回目では、インターネットや携帯電話を使って情報発信をする講議を受けました。

　参加者たちは、様々な角度から地域活性化に効果的な方法を学び、真剣な表情で話を聞きいっ

ていました。みなさんの今後の活躍が楽しみです。

　3 月 5 日、東部小学校の児童と地元のみなさんが、横浜ゴ

ム新城工場から贈られたクヌギやコナラなどの苗を東部小学

校の敷地内に植えました。これは、閉校記念と今年 10 月に

名古屋で開かれる「COP10」植樹リレーの一環で、県内の市町村がミニスコップをバトン

代わりにつなぐ第 1 回目として東郷町へと渡されました。

　みんなで植えた苗が大きな樹へと成長するのが楽しみです。
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　3 月 6 日、ノルディックウォーキングとテホヘ体操

で恒例となった健康づくり大学が行われました。

　この日は、約 50 名が参加し、日本ノルディック協

会の亀谷先生指導のもと、「高齢者の健康管理につい

て」の講義や、ノルディックウォーキングの実践など

生活に密着した健康づくりとなりました。

　参加者からは、「ポールを使うと足腰に負担がかか

らなくて楽に歩ける」「これからの季節、外を歩くと

気持ちがよさそう」などの声が聞かれ、笑いの絶えな

い和やかな一日となりました。

　春まだ浅い、3 月 6・7 日の 2 日間、花祭会館の舞庭が多くの都市住民の熱気に包まれました。

これは花祭と湯谷温泉を楽しむバスツアーが開催された

ことによるもので、名古屋・浜松方面を中心に遠く大阪

や東京方面から 560 人もの観客が来訪、東栄の民俗文

化を堪能しました。

　この 2 日間、舞庭の主人公となったのは河内花祭保存

会の皆さんで、計 5 回にわたって「地固め」「須佐之男

命」「岩戸明」「朝鬼」の舞を披露しました。参加者から

は舞が終わるたびに大きな拍手が沸き起こり、「岩戸明」

の場面ではサカキの小枝を手にした多くの飛び入りも現

れるなど、本番さながらの盛り上がりを見せました。ま

た、館内に併設した地元特産品のコーナーも好評で、「花

祭の里とうえい」の魅力を大いにアピールすることがで

きました。

　花祭は現在、世界無形文化遺産の登録候補として注目

されており、貴重な文化遺産を伝承することで地域振興

につながります。そしてこのような取り組みにより、多

くの方の関心がこの里に向くことが期待されます。



　

平
成
21
年
度
、
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
き
た
空
手
教

室
が
、平
成
22
年
度
4
月
か
ら
「
空

手
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
新
た
に
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、伊
藤
喜
久
治
さ
ん
（
下

田
）
を
中
心
と
し
た
空
手
経
験
者

の
指
導
の
も
と
子
ど
も
た
ち
に
空
手
を
通
し
て
礼
儀

や
強
い
精
神
、
空
手
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
始
め
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
気
合
い
の
入
っ
た
掛
け
声
と
、

元
気
な
「
型
」
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

空
手
ク
ラ
ブ
／
毎
週
水
曜
日 

19

：

30
〜
、
毎
月
第
2
土
曜
日 

9

：

00
〜

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
旧
中
設
楽
小
学
校
）
に
て

1010

　

2
月
26
日
、
21
年
度
ま
め
と
も
ク
ラ

ブ
の
ま
と
め
と
し
て
、
東
栄
町
全
域

か
ら
約
80
名
が
集
ま
り
、
東
栄
ド
ー
ム

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
お
友
達
や
昔
の

仲
間
た
ち
と
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
（
22
年
度
の
ま
め
と
も
ク
ラ
ブ
の
予

定
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼ 内容　東三河という地域が持つ様々な魅力と課題、その多様な姿を東三河の市町が一つになって企画した生

涯学習講座です。今年度は観る・触れるをテーマに東三河を実際に歩きます。

▼とき／テーマ／場所／講師　下表のとおり

▼対象　どなたでも（5 ～ 6Km の行程を歩ける方）

▼定員　50 人（申し込み多数の場合は抽選。結果は全員に郵送）

▼受講料　無料

▼その他　各回とも現地集合、少雨決行（雨具をご持参ください）

▼主催　豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・田原市・設楽町・東栄町各教育委員会

▼申し込み　4 月 26 日（月）までに東栄町教育委員会社会教育係まで　76 － 1266

日　時 テーマ 場　所 講　師（敬称略）

1
5 月 15 日（土）

10：00 ～ 12：00
国の天然記念物「竹島」と
ノルディックウォーキング

蒲郡市民会館
蒲郡市栄町

蒲郡市観光ボランティアガイド
林　正夫　他

2
5 月 22 日（土）

10：00 ～ 12：00
「長篠の戦い」

所縁の史跡をめぐる
医王寺

新城市長篠字弥陀
鳳来寺山自然科学博物館学術委員

横山　良哲

3
5 月 29 日（土）

11：00 ～ 14：00
きららの森を歩こう

きららの森
設楽町田峯字段戸

愛知県自然公園指導員
加藤　博俊

4
6 月 5 日（土）

10：00 ～ 12：00
「環境の日」東三河

ふるさと公園の自然探訪
東三河ふるさと公園

豊川市御油町
NPO 法人東三河自然観察会理事

天野　保幸

5
6 月 12 日（土）

13：30 ～ 15：30
渡邉崋山と田原の
城下町を知ろう

三河田原駅
田原市田原町

ボランティアガイドたはらの風事務局長
林　和彦

6
6 月 19 日（土）
9：30 ～ 11：30

自然を歩こう！
葦毛湿原

葦毛湿原
豊橋市岩崎町

ほの国豊橋案内人会長
坂口　正治　他

※原則全 6 回を通しての参加となります。



実施日 実　施　場　所 時　間

4
月
27
日
（
月
）

東 薗 目 バ ス 停 横 9 ： 00 ～ 9 ： 10

常 盤 橋 東 薗 目 入 口 9 ： 20 ～  9 ： 30

川 角 集 会 所 9 ： 40 ～ 9 ： 50

西 薗 目 集 会 所 9 ： 55 ～ 10 ： 05

三 ッ 石 集 会 所 10 ： 10 ～ 10 ： 20

下 田 ポ ン プ 島 公 園 10 ： 25 ～ 10 ： 40

金 紫 集 会 所 10 ： 45 ～ 10 ： 55

ス パ ー 東 栄 店 駐 車 場 11 ： 05 ～ 11 ： 20

役 場 前 駐 車 場 11 ： 25 ～ 11 ： 40

御 園 表 屋 さ ん 上 13 ： 05 ～ 13 ： 15

坪 沢 峠 バ ス 停 13 ： 25 ～ 13 ： 30

足 込 田 中 豊 氏 材 料 置 場 前 13 ： 40 ～ 13 ： 50

足 込 生 活 改 善 セ ン タ ー 13 ： 55 ～ 14 ： 05

下 柿 野　 消 防 器 具 庫 前 14 ： 15 ～ 14 ： 25

中 設 楽 生 活 改 善 セ ン タ ー 14 ： 35 ～ 14 ： 50

4
月
28
日
（
火
）

丸 山 団 地 入 口 9 ： 00 ～ 9 ： 10

東 栄 駅 9 ： 15 ～ 9 ： 25

三輪コミュニティセンター 9 ： 30 ～ 9 ： 40

三輪河内　和合克美氏宅前 9 ： 50 ～ 10 ： 00

奈 根 集 会 所 10 ： 10 ～ 10 ： 20

中 在 家 公 民 館 10 ： 25 ～ 10 ： 35

本 郷 伊 藤 美 氏 宅 車 庫 前 10 ： 40 ～ 10 ： 55

月 ・ 清 平 寺 横 11 ： 05 ～ 11 ： 15

月 集 会 所 11 ： 25 ～ 11 ： 35

布 川 荘 11 ： 45 ～ 11 ： 55

古 戸 川 合 集 会 所 13 ： 00 ～ 13 ： 10

伊 藤 舜 介 氏 宅 前 13 ： 20 ～ 13 ： 30

小 林 集 会 所 下 13 ： 45 ～ 13 ： 55

老 人 憩 い の 家 親 和 荘 14 ： 05 ～ 14 ： 15

下 粟 代 生 活 改 善 セ ン タ ー 14 ： 20 ～ 14 ： 30

桑 原 公 民 館 14 ： 40 ～ 14 ： 50

狂犬病予防注射日程表
　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

は
、
犬
の
登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
次
の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
注
射
に
町
内

各
所
を
回
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
時

間
・
場
所
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

《
会
場
に
持
参
す
る
も
の
》

 

○ 

登
録
済
の
犬
／
通
知
の
ハ
ガ
キ 

（
4

月
中
旬
発
送
予
定
）・
愛
犬
手
帳
・
注

射
料
金 

（
3
千
300
円
）

○ 

未
登
録
の
犬
／
登
録
手
数
料
・
注
射
料

金 

（
6
千
300
円
）

浄
化
槽
を
 

ご
使
用
の
方
へ
 

浄
化
槽
を
 

ご
使
用
の
方
へ
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◎ 

今
回
都
合
に
よ
り
集
合
注
射
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物
病
院
で
必

ず
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。

◎ 

登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主

が
変
わ
っ
た
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
住
民
課
ま
で
届
け
出
て
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
衛
生
係　

七
六

－

〇
五
〇
三

　

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
浄

化
槽
法
に
よ
り
「
法
定
検
査
・
保
守
点
検
・

清
掃
」
の
3
つ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
検
査
な
ど
決
め
ら
れ
た
時

期
に
必
ず
行
い
、
河
川
な
ど
公
共
用
水
域

の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
浄
化
槽

の
適
正
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

つ
ぎ
の
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
法
定
検
査

　

県
の
指
定
を
受
け
た
検
査
機
関

（
財
）
中
部
微
生
物
研
究
所

〇
五
三
三

－

七
六

－

二
二
二
八

・
保
守
点
検

　

県
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守
点
検

業
者
（
問
い
合
わ
せ
は 

新
城
設
楽
山
村

振
興
事
務
所 

環
境
保
全
課
へ
）　

〇
五
三
六

－

二
三

－

二
一
一
一

・
清
掃

　

町
長
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者

（
株
）
ハ
マ
エ
イ

〇
五
三
九

－

六
五

－

〇
二
四
五



問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
庶
務
係

〇
五
二

－

二
二
三

－

〇
九
九
四

1212

動
き
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
医
師
及
び
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
定
着
化
へ
の
一
環
と

し
て
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
を
紹
介
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.isik
ite

.o
rg

/
　

こ
こ
ろ
の
悩
み
で
困
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
こ
こ
ろ
の
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

　

町
の
保
健
師
が
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す

の
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

平
成
22
年
4
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
半
〜
2
時
半
ま
で

場　

所　

食
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
4
月
21
日

（
水
）
ま
で
に
役
場
住
民
課
衛
生
係
へ
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

　

従
来
、
北
部
医
療
圏
の
救
急
医
療
は
、

新
城
市
民
病
院
と
東
栄
町
国
保
東
栄
病
院

と
で
一
定
の
水
準
を
保
ち
つ
つ
、
地
域
住

民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
16
年
度
に
国
が
導
入

し
た
新
人
医
師
の
臨
床
研
修
制
度
等
に
よ

り
、
新
城
市
民
病
院
の
常
勤
医
師
が
極
端

に
減
少
し
、
一
部
診
療
科
の
休
止
や
内
科
、

小
児
科
等
救
急
患
者
の
受
入
制
限
を
行
う

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
に

よ
り
、
北
部
医
療
圏
か
ら
南
部
医
療
圏
に

患
者
が
流
動
し
て
、
南
部
医
療
圏
の
救
急
・

小
児
・
周
産
期
医
療
等
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
21
年
8
月
に
新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄

町
、
豊
根
村
、
新
城
市
民
病
院
、
東
栄
町

国
保
東
栄
病
院
、
新
城
医
師
会
、
北
設
楽

郡
医
師
会
等
で
構
成
す
る
「
東
三
河
北
部

医
療
圏
地
域
医
療
対
策
協
議
会
」
を
設
立

し
、
地
域
医
療
の
再
生
に
向
け
て
大
き
く

問
い
合
わ
せ
先　

役
場
住
民
課
衛
生
係

〇
五
三
六

－

七
六

－

〇
五
〇
三

　

裁
判
所
で
は
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日

を
中
心
と
し
た
5
月
1
日
か
ら
7
日
ま

で
を
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
憲
法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け
る

裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
み
な
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
所
で
は
国
民
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
幅
広
い
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
例
情
報
、

司
法
統
計
、
見
学
・
傍
聴
案
内
な
ど
、
各

種
情
報
に
つ
い
て
は
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.c
o
u
rts.g

o
.jp

/

）
で
、

裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
（h

ttp
:/

/

w
w

w
.sa

ib
a
n
in

.c
o
u
rts.g

o
.jp

/

）
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
お
悔
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

久　

米　

フ
サ
エ

81

本
郷

鈴　

木　
　

満

88

御
殿

辻　
　
　

清　

美

85

下
川

杉　

野　

敦　

子

38

三
輪

伊　

藤　
　

元

94

下
川

佐
々
木　

茂　

人

85

園

小
戸
森　

弘　

治

87

三
輪

伊　

藤　

は
な
子

87

下
川

月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

3

2

◆
お
誕
生

氏　

名

保
護
者

住
所

伊　

藤　

丈　

流

明
百

下
川

東
三
河
北
部
 

　
　
　
　
医
療
圏
情
報
 

こ
こ
ろ
の
相
談
室
 

　
　
　
開
設
に
つ
い
て
 

憲
法
週
間
を
迎
え
て
 

た
け
る



平成22年4月号  No.60413

　

5
月
29
・
30
日
の
世
界
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
大
会
の
一
角
で
、
着
な
く
な
っ
た

服
や
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
、
必
要
な

人
に
提
供
す
る
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。

 

着
な
く
な
っ
た
服
一
枚
で
も
、
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
処
分
の

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま

す
。
例
え
一
枚
の
服
で
も
、
ほ
か
の
人
が

着
れ
ば
ま
た
新
鮮
な
気
持
ち
で
き
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
地
球
の
た
め
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

東
栄
町
か
ら
も
、
地
球
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
が
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

対
象
／ 

東
栄
町
民
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
は

問
い
ま
せ
ん
）

日
時
／
5
月
30
日
（
日
）
9
時
か
ら
12
時

場
所
／
B
&
G
体
育
館

出
展
料
／
2
千
40
円
を
出
展
数
で
案
分

禁
止
商
品
・
事
項

1 

著
作
権
侵
害
物
（
偽
ブ
ラ
ン
ド
品
、
映
画
や

音
楽
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
コ
ピ
ー
ソ
フ
ト
な

ど
）、
盗
品
、
麻
薬
な
ど
の
違
法
品
の
売
買
。 

2 

医
薬
品
、
煙
草
、
酒
類
な
ど
の
売
買
。 

3 

公
序
良
俗
に
反
す
る
よ
う
な
雑
誌
、
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
な
ど
の
売
買
。 

 

4 

情
報
を
偽
る
な
ど
し
て
不
良
品
な
ど
を
売
る

行
為
。 

5 

食
品
、
生
き
物
、
モ
デ
ル
ガ
ン
、
模
造
刀
、

危
険
物
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
中
古
車
輌
、

特
殊
な
価
格
形
態
を
有
す
る
物
品
（
コ
レ
ク

タ
ー
品
な
ど
）
な
ど
の
売
買
。 

6 

宗
教
や
政
治
ま
た
は
企
業
な
ど
へ
の
宣
伝
活

動
。 

7 

そ
の
他
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
商
品
及
び
行

為
。 

※ 

営
利
を
目
的
と
し
た
出
店
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。 

出
展
申
し
込
み

　

5
月
14
日
ま
で
に

　

役
場
住
民
課
衛
生
係

　

七
六

－

〇
五
〇
二
ま
で

　町では、平成 23 年 4 月 1 日採用の職員を次のとおり募集します。

○募集概要

〈募集職種〉一般事務職

〈募集人員〉若干名

〈受験資格〉 昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれ、大学及び短大を卒業または、平成 23 年 3 月に卒

業見込みの方

○試験の方法・日程

①第 1 次試験　◆日　時　平成 22 年 7 月 25 日（日）午前 10 時から

　　　　　　　　教養試験、作文、各種適性検査

②第 2 次試験　◆日　時　 第 1 次試験の合格通知の際にお知らせします。

　　　　　　　　面　接

○勤務条件等

「東栄町職員の給与に関する条例」等の規定を適用します。

問い合わせ先／くわしいことは下記までお問い合わせください。

東栄町役場総務課行政改革係 電話 76 － 0501 まで

※ 

エ
コ
マ
と
は

：

エ
コ
を
意
識
し
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
意
。
造
語
で
す
。



足込 東薗目

古戸 川角・三ツ石

畑 御園

月 足込

1414

　介護保険制度の中で、要介護（要支援）状態にならないよう介護予防を目的として、昨年度から始まった介

護予防事業「まめともクラブ」が、本年度も引き続き 5 月から始まります。

　東栄町が主体となり、地域包括支援センターと社会福祉協議会が共催で介護予防と機能維持、向上のための

各種メニューを行っていきます。

　対象者は 65 歳以上の町在住の方で、要介護状態又は要支援状態になることを予防するとともに要介護状態

等となった場合においても可能な限り地域において自立した生活を営むことができるよう機能維持、機能向上

を目的として行います。

　日程は、下表のとおりで、場所は別途配布のチラシをご覧ください。

　問い合わせは各事業所へ（申し込みは随時受付けいたします）

　申し込み　・役場　住民課　　　　　　76 － 0503

　　　　　　・地域包括支援センター　　77 － 2011

　　　　　　・社会福祉協議会　　　　　76 － 1740

（注）ドレミの会が行う「ミニディサービス」は、「まめともクラブ」とは別に介護事業として行っていきます。

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

1 土 火 川　角 1 木 日 水 1

2 日 水 2 金 御　園 月 木 2

3 月 木 3 土 火 金 3

4 火 金 4 日 水 本　郷 土 4

5 水 土 5 月 木 日 5

6 木 日 6 火 三　輪 金 月 本　郷 6

7 金 粟　代 月 7 水 中設楽 土 火 中設楽 7

8 土 火 粟代・小林 8 木 日 水 川角・三ツ石 8

9 日 水 御　薗 9 金 月 木 御園・小林・粟代 9

10 月 木 10 土 火 古　戸 金 10

11 火 西薗目 金 11 日 水 東薗目 土 11

12 水 三　輪 土 12 月 木 日 12

13 木 月・御園・小林・粟代 日 13 火 金 月 13

14 金 月 14 水 足込・本郷 土 火 14

15 土 火 本　郷 15 木 日 水 下　田 15

16 日 水 古　戸 16 金 月 木 16

17 月 木 下田・三ッ石・川角・西薗目 17 土 火 月 金 17

18 火 中設楽 金 18 日 水 小林・粟代・中設楽 土 18

19 水 川角・三ッ石 土 19 月 木 日 19

20 木 本郷・古戸 日 20 火 下　田 金 月 20

21 金 月 21 水 西薗目 土 火 西薗目 21

22 土 火 22 木 月・東薗目 日 水 三　輪 22

23 日 水 月 23 金 月 木 23

24 月 東薗目 木 三輪・中設楽 24 土 火 西薗目 金 24

25 火 足　込 金 25 日 水 三ッ石・川角 土 25

26 水 下　田 土 26 月 木 下田・足込 日 26

27 木 日 27 火 金 月 27

28 金 月 28 水 粟代・小林 土 火 28

29 土 火 29 木 日 水 本郷・東薗目・古戸 29

30 日 水 30 金 月 木 30

31 月 31 土 火 金 31

ドレミの会

地域包括支援センター、社協福祉協議会、役場住民課

平成 22 年度「まめともクラブ」事業所別行事予定表

※ 10 月以降の日程は別途お知らせします。



○
優
良
講
習(

ゴ
ー
ル
ド)

の
人

　
　

 

更
新
手
続
き
の
後
、
警
察
署
内
で
30

分
程
度
の
講
習
後
、
交
付
。

○
高
齢
者
講
習
済
の
人

　
　

更
新
手
続
き
後
、
交
付
。

○
一
般･

違
反
運
転
者
講
習
の
人

　
　

 

手
続
き
し
た
次
の
講
習
日
に
交
付
。

平成22年4月号  No.60415

◆東栄町の犯罪発生状況（2 月中）

◎刑法犯総数 1 件 （4）
・窃盗犯 1 件 （3）
［自動販売機ねらい］ 0 件 （0） 
［車上ねらい］ 0 件 （0） 

参考）郡内の犯罪発生状況（2 月中）

◎刑法犯総数 4 件 （7）
・窃盗犯 2 件 （4）

○ 

新
入
学
児
童
・
園
児
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に

・ 

新
入
学
児
童
・
園
児
の
保
護
者
の
み
な
さ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
・
通
園
路

を
歩
き
、
お
子
さ
ん
の
目
の
高
さ
か
ら
危

険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
大
人
に
は

見
え
て
も
、
子
ど
も
の
目
線
で
は
確
認
で

き
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・ 

通
学
・
通
園
路
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
車

で
走
り
、
自
分
た
ち
が
運
転
者
か
ら
見
え

て
い
な
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
、
繰
り

返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

車
を
運
転
す
る
み
な
さ
ん
は
、
道
路
状
況

を
見
て
、
い
つ
も
周
り
に
気
を
配
り
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・ 

出
か
け
る
時
や
就
寝
す
る
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
在
宅
中
も
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

月
例
会
成
績
表
 

3
月
3
日
／
恵
真
館
弓
道
場
 

1
部
　
 優

勝
 

伊
　
藤
　
　
　
美
 

 

2
位
 

西
　
林
　
信
　
彦
 

 

3
位
 

三
　
城
　
信
　
和
 

2
部
 

優
勝
 

伊
　
藤
　
　
真
 

 

2
位
 

平
　
野
　
浩
　
司
 

 

3
位
 

藤
　
田
　
孝
　
雄
 

女
子
 

優
勝
 

伊
　
藤
　
礼
　
子
 

 

2
位
 

平
　
野
　
里
　
美
 

東
栄
町
 

弓
友
会
 

※（  ）内は 1 月からの累積

No.216

講
習
日
／
4
月
8
日
、
5
月
13
日

・ 

で
か
け
る
と
き
は
近
所
に
一
声
か
け
ま

し
ょ
う
。

・ 

振
り
込
め
詐
欺
と
迷
っ
た
ら
、
慌
て
ず

に
家
族
や
知
人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

見
に
お
い
で
ん
！
尾
呂
の
ミ
ツ
マ
タ

　

3
月
か
ら
4
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
、
中

設
楽
尾
呂
地
内
で
、
多
く
の
ミ
ツ
マ
タ

が
群
生
し
て
い
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

（
4
月
6
日
〜
15
日
）

〜
新
入
学
児
童
・
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

免
許
更
新
の
案
内

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
（
4
月
1
日
〜
10
日
）

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
〜
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環境にやさしい大豆油インキを 
使用しています。  
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　3 月 19 日、東栄町の 3 校の小学校で最後の卒業式が行われました。

　東栄小学校 19 名、東部小学校 8 名、奈根小学校 7 名の児童が卒業し、4 月からは東栄中学校に通い

ます。

　この日は、東栄小学校で閉校式も行われました。また、3 月 27 日には東部小学校と奈根小学校で閉

校式が行われ、4 月から 1 校となる東栄小学校への気持ちを新たにしました。

卒業おめでとう !

気持ちも新たに、旅立ちのとき

楽
し
み
、
特
技
な
ど

　

初
め
て
東
栄
町
に
来
た
時
は
、
旧
東
薗
目
小
学
校
で

5
、6
人
の
共
同
生
活
だ
っ
た
そ
う
。
あ
れ
か
ら
18
年
。

メ
ン
バ
ー
も
20
人
に
増
え
ま
し
た
。
西
谷
さ
ん
は
、
今

年
で
20
周
年
を
迎
え
る
和
太
鼓
集
団
「
志
多
ら
」
の
代

表
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　

現
在
、
志
多
ら
は
20
周
年
記
念
公
演｢

悠と
こ
し
え久

の
道｣

を
2
年
間
か
け
て
全
国
ツ
ア
ー
を
行
う
傍
ら
、
ア
メ
リ

カ
ツ
ア
ー
や
小
学
校
な
ど
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
公
演
を
し
た
り
と
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
栄
町
の
子
ど
も
た
ち
に
、

の
び
の
び
と
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
和
太
鼓
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
愛
着
の
あ
る
東
栄
町
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

し
た
い
」
と
西
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年

5
月
、
東
栄
町
の
交
流
・
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
Ｎ
Ｐ
O
て
ほ
へ
」
を
、
思
い
あ
る
仲
間

た
ち
と
立
ち
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
7
月
に
は
、
Ｂ
＆
Ｇ

体
育
館
で
20
周
年
記
念
公
演
を
予
定
。

　

感
謝
の
気
持
ち
と
熱
い
思
い
を
胸
に
、「
人
」
を
大

切
に
す
る
西
谷
さ
ん
の
前
向
き
な
笑
顔
が
素
敵
で
す
！

西
谷　

ま
ゆ
み
さ
ん
（
東
薗
目
）

東
栄
町
在
住
歴　

18　　
年

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
栄
町
に
住
む
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
来
月
は
、今
月
登
場
し
た
人
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東部小学校 奈根小学校 東栄小学校


